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（１）今年度の目標 

   ①   自主的学習習慣を確立させる 

   ② 基礎学力を充実させる 

   ③ 個に応じた指導で、学力上位層を伸長、下位層を底上げする 

 

（２）主な取り組みの計画 

   ① ・入学当初のオリエンテーションで、予習復習の方法を具体的に示すことにより、家庭学習習

慣を身につけさせる。 

  ・１・２年生に対して週末課題を実施することにより、生徒の学習習慣を確立させる。また、 

基礎学力の定着および授業の理解度の向上を図るとともに、発展的な学習を促す。 

・４ＳＴＥＰのヒントプリントを適宜配布する。これにより、学習意欲を喚起するともに、学

習内容の定着と学力の向上をはかる。 

・学力テストでの幅広い難易度の出題により、基礎的内容を確認させるとともに、発展的な学

習に計画的に取り組む姿勢を持たせる。 

   ② ・定期試験、学力テスト後に訂正ノートの作成を課し、学習内容の理解と定着を促す。 

     ・課外を実施することにより、授業の理解度の向上をはかり、学力を定着させるとともに向上

させる。 

   ③ ・１・２年生に対して、発展的な学習内容を取り扱う斯文土曜塾を実施することにより、数学

への関心と学習意欲を高める。 

     ・２年生に対して、少人数習熟度別授業で生徒の習熟度に対応したきめ細やかな指導を行うこ

とにより、個々の生徒の理解度や数学に対する興味関心を高める。 

 

（３）授業アンケートの結果と分析 

   授業の進度は、速いという意見が多いことも予想されたが、適切であると答えた生徒が多く、全体的にはよ

い評価を受けている。昨年度までと同様に、１年生がやや２極化していて、授業進度が速いと感じている生

徒が 25．5％いる。予習復習などの家庭学習を増やさせるとともに、さらに授業を充実させたい。教員の姿

勢等については、概ね良い評価を受けている。特に、「授業が有意義」という設問に対しては、約 89.5％の

生徒から肯定的な評価を受けている。 

以下、授業アンケートで「1：当てはまる 2：だいたい当てはまる」と答えた生徒の割合（％）で分析する。

全体的には、「予習」は昨年度より 8.2％増加している。「復習」は、１学期、昨年度より 1.5％増加している。

「意欲」は、昨年より１％減少している。 

       １年生は、「予習」、「復習」ともに１学期より増加しているが、昨年度よりも増加している。１年生はオリエン

テーションなどを通して予習・復習の方法を説明しているが、更に「予習」、「復習」の大切さを話し、自ら学

ぶ姿勢を育むためにも、さらなる継続的な指導が必要である。 

２年文系は、「予習」が昨年度より増加しているものの、一学期より減少している。授業を理解し、実力を

つけるためにも、４ＳＴＥＰに取り組ませたい。「復習」は昨年比較で 22.3％も増加していて、この調子で頑張

らせたい。 



２年理系は、「予習」が昨年度より減少していて、１学期よりは増加してきている。授業を理解し、実力をつ

けるためにも繰り返しの演習に取り組ませたい。「復習」は昨年度より 19.8％増加していて結構頑張っている

ようであるが、１学期より減少しているのが気になる。「意欲」は、８７．５％と高い状況にあり、これを毎日の学

習、実力養成につなげていきたい。３学期以降、受験に向けて意識が高まるとともに、勉強不足を実感し、

本格的な学習の必要性を感じ始めている生徒も増えているはずである。継続的かつ本格的な学習に取り

組めるよう、入試問題と、４ＳＴＥＰの問題の違いなどを示し、記述力を養いたい。 

      ３年文系は、「予習」、「復習」ともに１学期､昨年度よりは増加している。「意欲」は１学期よりは 4.5％減少

しているものの、昨年度よりは増加しているので、受験間近になったが、最後まで粘り強く数学に取り組ませ

たい。 

       ３年理系は、「予習」が１学期より 27.5％増加し、昨年度よりも６％増加している。「復習」は１学期より増加

していたが、昨年度より 0.6％減少している。理系だけに問題を解くだけでなく、復習もきちんとさせたい。

「意欲」は85.8％と1学期よりかなり増加してきている。受験に対応できる実力養成のためにも、基礎基本を

固めた上で、入試レベルの応用力を身につけさせたい。 

  

（４）今年度の成果と課題 

     予習・復習の大切さとその重要性をすべての先生方が説明している。肯定的評価をした生徒の割合が、

最低５０％、１年や理系であれば６０％ぐらいは目標にしたいが、「予習」が低水準である。いろんな場面で

その大切さを根気強く話し、具体的に指導、特に「予習」、「復習」の必要性が感じられる授業を行うように

したい。教員間で、お互いの取り組みや生徒の現状について情報交換を図り、より有効な指導方法を工

夫することも必要である。 

斯文土曜塾の登録制講座において、参加者(1 年生 26名、2 年生 16名)は発展的な内容に、意欲的に

取り組んでいた。参加してない生徒へ参加を促すことが必要である。 

学力テストでは、できるだけ早い時期にテスト範囲を周知し、チャートを中心に学習させ、基礎的な内

容とともに発展的な内容に取り組ませたが、全員の生徒に、十分に取り組ませることができなかった。授業

でもチャートの内容を取り扱ったりするなどして、テストの直前だけでなく、普段からチャートを学習できる

よう週末課題などにも取り上げて指導していく。 

週末課題は、２年生は１年間、１年生は２学期後半から実施した。生徒の学力アップ、家庭学習の習慣

づけのためにも必要である。 

高い水準の学力を身につけさせるためには、今以上に授業の中で発展的な内容も取り入れ、演習時

間を確保する必要があり、「問題の精選」「解説の効率化」等は今後も継続的に検討が必要である。 

定期試験後の訂正ノートの提出はまずまずであり、学習内容の定着につながっていると思われる。 

しかし、十分理解できず、解答を写している生徒もいるなど、一人一人の生徒に対応した指導が必要であ

る。学力テスト後の訂正ノートの提出は十分でないと思われる。発展的な内容を理解、定着させるために

も、生徒たちが最後までやり遂げられるよう、粘り強い指導をし、ノートの記述の添削に力を入れたい。 

２年生に対して少人数習熟度別授業を実施していて、生徒の学力に応じた指導ができた。少人数

ということもあり、生徒にとってはわかりやすく、発言しやすい雰囲気で集中して授業を受けるこ

とができたと思われる。意欲の低い生徒に対する指導法のさらなる工夫が必要である。習熟度の低

い生徒にはどこを勉強したらよいかを、習熟度の高い生徒には、より高い到達点に届くためのポイントの説

明を授業に取り入れていきたい。 

しなくてはという意識は高いが、与えられないと出来ない傾向にある。予習プリントを作成し、４ＳＴEＰ中心

に宿題を指示し、定期的に提出させるなど、できるだけ数学に関わらせ自主的予習復習につなげたい。 

４ＳＴＥＰのヒントプリントは好評であるが、早目に生徒に渡すとともに、中身の検討も必要と思われる。 


